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学習のすすめ方について

人間の探究　教授 工藤庸子

外国語の学び方

外国語はカ
ラダ（身体）で
学びましょう。

とりわけ初めて学ぶ外国語の場
合、ともかく声に出して発音する
こと、手で書いてつづりを習得す
ることが第一です。自分の声に耳
を傾ければ、自然と耳の訓練がで
きて、聴き取りも上達します。他
人が書いたつづりを眺めているだ

けで、自然に書けるようになる人
間なんているはずがありません。
そう、カラオケか塗り絵をやるつ
もりで、カラダを使ってください。
活きた言葉の魅力に触れるため
には、ぜひ面接授業に参加してほ
しい。「初歩の○○語」シリーズ
では、発音の原則と簡単な挨拶と
いう程度の語学的な訓練に文化
的、社会的な話題を盛りこんでモ

ティヴェーション教育を行いま
す。このシリーズでは、放送授業
にはないイタリア語、インドネシ
ア語、フィリッピン語、ポルトガ
ル語なども開講されています。
時間と精力をかければ、かなら
ず報われる。それが外国語学習の
愉しさではないでしょうか。

人間の探究　助教授 大橋理枝

次のステップに進むには
―続・外国語の学び方―

活きた言葉
の魅力に触れ

れば、きっと次のステップに進み
たくなるはずです。そのときには、
カラダを使うことと同時に辞書の
活用をお勧めします。
辞書はある外国語の単語に対し
て日本語の意味が書いてあるもの
ではなく、その単語がどう使われ
るかが書いてあるものです。たま

たま日本語でその使い方が書いて
あるものの方が私たちにとって便
利かもしれませんが、基本的には
辞書に書いてあるのは「訳語」で
はなく「言葉の使い方」です。
言葉は単独で使われることは殆
ど無く、必ずといっていいほど文
の中で使われます。つまり、ある
単語の意味はそれが使われている
文脈の中で理解することが重要な

のです。ある単語について辞書を
引いたら、その項目に書いてある
いろいろな意味のうち、文脈に合
った意味を選び出さなければなり
ません。その際、辞書に書いてあ
る例文が大いに参考になるはずで
す。
活きた文脈の中で言葉を捉える
ことも、外国語の大切な学び方で
す。
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福岡学習センター所長 押川元重

数学は慣れることが第一

3千年前の
エジプトや 2

千年前のギリ
シャの装飾品を見ると現在のもの
と変わらないようなその精巧さに
驚かされます。でも、2千年前の
人類はゼロという数を知りませ
んし、数百年前の人類は小数を知
りません。しかし、現在では小学
生でも数ゼロや小数を知ってい
ます。確かに最初に見つけ出すに
当たっては優れた頭脳に頼らざる
を得ませんが、見つけ出されたも
のについてはどれだけ使い慣れる
かが第一です。
優劣を競わせるための道具とし
て数学が用いられている側面があ
り、わざと混乱させるために複雑
にしたり、理解の隙間を突く落と
し穴が設けられたりしますので、
間違いを恐れてびくびくおずおず
した数学勉強の態度がつくられて

いる面があります。
また、数学の勉強は一歩一歩を
確実に理解しながら進めていくこ
とが必要であると強調され過ぎて
いると思います。それは試験の成
績を気にし、失敗を恐れるような、
心を萎縮させた勉強の仕方と関係
しています。実際は、理解していた
つもりであったことの理解の不十
分さに気づいたところから、本当
の理解が進むというのが人間の脳
の一般的な在り方であり、それは
数学の勉強にも当てはまります。
もはや競争する必要がなくなった
数学の勉強においては、最初から
細かなことは気にしないで、自ら
を理解できたつもりに仕向けなが
ら勉強を進めるのが良いでしょう。
数学を独習することは難しいと
言えます。ある一点が理解できな
いと勉強を先に進めることができ
ないことになりがちだからです。

ところが、理解が不十分であるこ
とを気にしながらも何とか勉強を
先に進めてみると、ひっかかった
一点がなんでもないことであった
ことに気づかされるものです。
こうしたことを考えるとき、放
送大学の数学科目を印刷教材だけ
で勉強しようとするのはかえって
非効率です。印刷教材を相手に一
人で苦闘するよりも、最初は放送
授業を（できれば繰り返し）視聴
することによって、慣れるための
時間をたっぷりと取りながら勉強
を進めていくのが、効率的な勉強
の仕方だと言えます。
慣れるための時間をかけること
が大切ですから、そのための一つ
の方法は、数学のテキストをいつ
も目立つ場所に置いておくことで
す。気にかける回数が多いだけで
不思議と理解が容易になるもので
す。試してみてください。

発達と教育　教授 岩永雅也

学習の方法と基礎科目－学ぶことを学ぶ－

本学では、
今年度も学生
を対象とする

授業評価調査を実施しました。こ
れほど頻繁に調査を行う大学も珍
しいのですが、放送授業中に学生
の反応を見ることができず、教員
と学生が顔を合わせる機会も限ら
れているという特殊性を考えれ
ば、その負担も甘受していただけ
ると思います。
さて、そうした調査のたびに自
由意見として寄せられるのが、
「勉強から離れて久しいので基礎
から教えて欲しい」「勉強の仕方
を学びたい」といった要望です。
確かに、一般の大学では、効率的
な学習方法や高校段階までの学問
的基礎が身に付いていることを前

提として、「その先」ばかりを教
えています。放送大学も、基本的
にはその路線を概ね踏襲してき
た。しかし、それでは皆さんの切
なる要望に応えることにはもちろ
んなりません。
今、放送大学では、これまでの
教育の在り方を抜本的に見直し、
硬直化したシステムや実態に合わ
なくなった教育内容の改善に取り
組んでいます。その一環として、
新たに「基礎科目」というカテゴリ
ーを設けました。このカテゴリー
は、「大学で学習を始めるに当たり、
学ぶための初歩的技能を身に付け、
学問の魅力を知ることによって、
さらに進んだ学習への準備をする」
ことを目標に、「学びの魅力」「学び
の技法」「学びの展開」といったシリ

ーズで構成されています。とりわ
け、数学や物理学など、高校レベ
ルの基礎の習得が必須の領域では、
「初歩からの○○学」という科目群
を用意し、全くの初歩から学び始め
られるよう配慮しています。難解
な数式や理論、外国語なども極力
使わない説明を心掛けています。
もちろん、内容が理解し易いだけで
はありません。どうしたらその学
問領域の内容を効率的に学べるか
といった学習の技法についても十
分盛り込まれています。学生の皆
さんには、そうした基礎科目を積極
的に履修し、段階を踏みながら大学
での学習を着実に進めて欲しいと
思います。そして何よりも、学ぶこ
との楽しさをそこに見出してもら
えることを心から期待しています。

臨床心理プログラム　教授 大場　登

大学院生の学習方法・臨床心理学の場合　　　　
－時間の「器」－

「臨床心理
プログラム」

修士全科生の場合は、幕張の本部
において実に2年間で180時間に
及ぶ面接授業（「臨床心理基礎実
習」「臨床心理査定演習」等）が、
そして、院生居住地近くの実習委
託機関での90時間の臨床心理実習
があるので、通信制大学院として
は比較的きめ細かな指導が行われ
ると言ってよいように思います。
ただ、実は、たくさんの修士科目
生の方々がおられます。科目生の
皆さんは、それぞれのご事情の中
で、黙々と勉強を続けておられる
ことと思います。
そこで、今回は、修士科目生の
皆さんに向けたメッセージを。臨

床心理学という学問は、生きた具
体的な人間とかかわる学問です。
だから「学習方法」としても、印
刷教材を執筆し、放送授業を担当
している教員という人間とのかか
わりを通して学んでいただければ
と思います。そのためには、何と
も基本的なことですが、まず印刷
教材の各章を熟読した上で、一回
一回の放送授業に向かってくださ
い。実は、これが「言うは易く、
行うは難し」であることは、本当
にそうだと思います。特に、臨床
心理プログラムの基本2科目は、4

単位30章科目ですから、1科目履
修しただけで1週間に2回も放送
授業がありますからね。その意味
でも履修する科目は可能な限り少

なくして、授業視聴の時間を是非
コンスタントに確保していただけ
ればと思います。この「毎週決ま
った時間にコンスタントに」とい
うのは、実は「心理療法」の「時
間の『器』」というものと同じこ
とです。「毎週決まった時間」に、
「向き合う」ことで、内的関心や
内なるリビドーが動き出してくれ
るはずです。教員がお伝えしたい
ことは印刷教材の文章の内容はも
ちろん、文体、放送授業の声や語
りを通して表現されています。
「時間とエネルギー」をかけて取
り組むことで、放送大学の教材は
単なる「知識」であることをやめ
て、「生きた教材」になってくれ
るのではないかと期待しています。

編集委員長・図書館長 杉本大一郎

「学び方」を教えてくれますか

「生涯学習」
と言われると
おり、学びた

いこと、学ばなければならないこ
とは山ほどあります。だが、学び
始めてみると、遅々として進まな
いことが多いのです。効率良く楽
に学べる方法はないものでしょう
か。教育者を自認する人は、そう
いうことを考えるべきだと思いま
す。最近、経済活動については、
効率を上げることばかりを言って
いるというのに。
そこで「学び方」を取り上げて
見ることにした。先ずは5人の先

生方に自由に書いていただきまし
た。記事の中には、「細かなこと
は気にしないで、自ら理解できた
つもりに仕向けながら勉強を進め
るのが良いでしょう」といった記
述もあります。個々の事柄にこだ
わっていないで先へ進むと、ある
日突然、それらがひと纏まりのも
のとして理解できるようになるこ
とが、しばしばあるものです。優
等生的とか完全主義的なやりかた
は、新しいことを学ぶのに、必ず
しも適切なわけではありません。
皆さんの賛同が得られれば、今
後はそのような記事も取り上げて

見ようかと思います。
学んだり、研究をしたりしてい
る間に、文献を調べる必要が起こ
るでしょう。放送大学附属図書館
では「電子ジャーナル」を充実さ
せる方向に進めようとしていま
す。これだと、遠隔地からの利用
も簡単です。今回は、学生さん
(全科生)が自宅からでも簡単にア
クセス出来るように整えました。
これも楽をする方法の一つです。
なお、利用方法については、次ペ
ージに説明をつけましたので参考
にしてください。
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公開講演会及びオープンキャンパス開催のご案内

放送大学の各学習センターでは、学
生に限らず広く地域の方々の生涯学習
を支援するために公開講演会を開催し
ています。
また、オープンキャンパス（体験入
学）も実施しておりますので、放送大
学に関心をお持ちの方をお誘いの上、
奮ってご参加くださいますようお願い

します。
オープンキャンパスは実施予定一覧
以外にも各学習センター等において随
時実施しておりますので、最寄りの学
習センター・サテライトスペースにお
問い合わせください。
なお、公開講演会及びオープンキャ
ンパスの一覧や具体的な内容について

は、放送大学のホームページにも掲載
しておりますのでご覧ください。
公開講演会及びオープンキャンパス
の申込みなど詳細については、実施す
る各学習センター・サテライトスペー
スにお問い合わせください。

公開講演会予定一覧（平成19年1月～3月）

4

青森

茨城

群馬

埼玉

山梨

長野

三重

島根

滋賀

熊本

大分

定員

40

200

200

200

40

40

120

100

80

50

60

60

200

50

100

100

100
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○

○

○

○

○

○

開催予定日

19年 1月20日（土）

19年1月13日（土）

19年2月17日（土）

19年3月10日（土）

19年1月13日（土）

19年2月24日（土）

19年1月14日（日）

19年1月21日（日）

19年1月13日（土）

19年 1月20日（土）

19年1月20日（土）

19年2月24日（土）

19年1月13日（土）

19年1月20日（土）

19年1月14日（日）

19年1月21日（日）

19年2月11日（日）

19年1月14日（日）

鷹山ひばり
（七戸町立鷹山宇一記念美術館長）
熊原啓作
（放送大学教授）
市村久美子
（客員教授）
飯塚和之
（客員教授）
板橋英之
（群馬大学教授）
藤本宗利
（群馬大学教授）
毛利信男
（埼玉学習センター所長）
毛利信男
（埼玉学習センター所長）
兎束保之
（山梨学習センター所長）
深澤恒男
（客員教授）
菅原　庸
（三重学習センター所長）
高橋　昌子
（客員教授）
寺川　幽芳
（客員教授）
会下和宏
（島根大学ミュージアム助手）
甲斐　文朗
（客員教授）
吉丸　良治
（熊本県民カレッジ学長）
テリー・ラスカウスキー
（客員教授）
神戸　輝夫（大分学習セ
ンター所長）・客員教員2名

未定

身の回りにある数学

家庭における健康管理

「文学の中の法」と
「法の中の文学」
思わぬところに発見が…
重金属除去法の開発秘話

源氏物語におけるモデル

未定

未定

近未来の日本は食糧を
確保できるか
愛と死について
－「トリスタンとイゾルデ」からー
私たちのまわりの環境中のダ
イオキシンと環境ホルモン

芥川龍之介の文学

未定

東アジアから見た荒神谷遺跡

分子の形と生命現象

熊本の伝統文化を活かす

Ways to communicate in 
English

未定

学習セン
ター名

場所 講師名 題目
事前申
込必要
（○）

八戸市地域地場産業振興センター
（ユートリー5階視聴覚室）

茨城県立図書館視聴覚ホール

茨城県立図書館視聴覚ホール

茨城県立図書館視聴覚ホール

群馬学習センター　第5講義室

群馬学習センター　第5講義室

越谷コミュニティセンター

春日部市教育センター

山梨学習センター　講義室2

長野市生涯学習センター

三重県生涯学習センター　大研修室

三重県生涯学習センター　視聴覚室

大津市生涯学習センター

斐川町荒神谷博物館

熊本学習センター　3階大講義室

熊本学習センター　3階大講義室

熊本学習センター　3階大講義室

大分市コンパルホール4階視聴覚室
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平成19年度開設・改訂科目紹介学部
開設科目

科学的な見方・考え方（'07）

私たちの生きる社会構造や人工
的な環境はますます複雑になって
います。人間活動に伴う地球温暖
化、大気環境の劣化、生態系の破
壊などが大きな問題として捉えら
れ、その原因や対策が人類を含む
生物の生き残りをかけた課題とも
言われています。健康や医療に関
する話題も絶えることがありませ
ん。一方で、テレビやラジオ、新
聞や雑誌だけでなく、インターネ
ット技術の発展に伴って、さまざ
まな情報が溢れています。それら
の中には意図的に本質を覆い隠す
ような情報や宣伝もあります。一
方で、科学や技術は、強固な基盤
に基づいて、ますます高度に、精

密に、そして大規模に発展してい
ます。それに伴い、科学技術がブ
ラックボックス化し、科学・技術
と科学に対する素朴な理解との間
の乖離が広がり、若者をはじめと
する市民の科学離れとなっている
ようです。
したがって、何が正しく何が根
拠のないものかの判断が極めて重
要になります。科学的な見方・考
え方が、そのような判断をする場
合に有益な指針となるでしょう。
特に自然科学で鍛えられ、経済現
象や社会現象にも適用できる強固
で確かな見方・考え方を身につけ
ることが重要と思います。この講
義では、自然科学での考え方を中

心にしつつ、それ以外の分野でも
重要と思われる事柄を、なるべく
例を挙げながら考え、日常生活に
も役立つような見方・考え方を身
につけることを目標としていま
す。

自然の理解　教授 濱田嘉昭

日本語表現法（'07）

例えば、授業科目の通信指導
や単位認定試験が記述式の出題
であった場合、いったい、何を
どのように書けばいいのか、全
く見当が付かず、苦し紛れに、
印刷教材のそれらしい記述部分
を丸写しにすることしかできな
かった……などという思いをさ
れた方も少なからずいるのでは
ないでしょうか。
物事を書き表すということ

は、実際に行おうとすると思っ
た以上に難しいものです。いざ
書かなければならないとなる
と、何をどうしていいのか全く
わからず、頭の中が真っ白……
この授業は、まさにそんな方の
ために、最低限、ここをこうす

れば何とか書ける、という基本
的な方法や考え方を、実際の例
文を通じて学んでいく構成にな
っています。
特に、いわゆる小論文やレポ
ートのような類の文章、つまり、
自分の考えを、読む人に納得し
てもらえるように説明するため
の文章に焦点を絞り、大学で、
様々な科目を学んだり、演習や
卒業研究などに積極的に取り組
んだりする上で必須の基礎であ
る「文章の書き方」を、はじめ
の一歩から勉強できるように考
えました。
「言い表したいことはたくさ
んあるのに、言葉としての形に
することがなかなかできない。」

「指定された文字数のマス目を
埋めるだけで四苦八苦してしま
う。」……そんな苦手意識を克
服するコツを、この授業の中で
身に付けていってほしいと思い
ます。

人間の探究　助教授 杉浦克己

オープンキャンパス予定一覧（平成19年1月～3月）

青森

八戸サテライト

岩手

宮城

山形

茨城

千葉

新潟

愛知

三重

大阪

島根

岡山

香川

愛媛

高知

福岡

北九州サテライト

長崎

大分

沖縄

1月 20日（土）

1月 20日（土）

2月 17日（土）

1月 14日（日）

1月 12日（金）

1月 13日（土）

1月 14日（日）

3月 17日（土）

1月 13日（土）

1月 20日（土）

1月 13日（土）

2月 10日（土）

1月 13日（土）

1月 14日（日）

1月 7日 （日）

2月 18日（日）

1月 13日（土）

2月 10日（土）

1月 12日（金）

1月 14日（日）

1月 7日 （日）

3月 4日 （日）

1月 7日 （日）

3月 4日 （日）

1月 14日（日）

1月 16日（火）

1月 19日（金）

2月 17日（土）

2月 24日（土）

1月 21日（日）

1月 20日（土）

2月 17日（土）

1月 17日（水）

2月 10日（土）

1月 21日（日）

1月 14日（日）

1月 13日（土）

1月 20日（土）

3月 17日（土）

1月 20日（土）

3月 17日（土）

2月 10日（土）

1月 17日（水）

1月 20日（土）

2月 18日（日）

2月 25日（日）

3月 10日（土）

3月 10日（土）

2月 8日 （木）

2月 10日（土）

2月 10日（土）

1月 14日（日）

2月 10日（土）

2月 10日（土）

2月 25日（日）

1月 18日（木）

1月 21日（日）

青森学習センター

八戸サテライトスペース

奥州市文化会館

宮城学習センター

鶴岡市中央公民館

新庄市民プラザ

山形学習センター

茨城県立図書館

千葉学習センター

新潟学習センター

愛知学習センター

三重学習センター

大阪学習センター

島根学習センター

岡山学習センター

香川学習センター

愛媛学習センター

高知学習センター

福岡学習センター

北九州サテライトスペース

長崎学習センター

大分学習センター

石垣市総合体育館

宮古島市中央公民館

※山形学習センター の日は、事前申込みが必要。

学習センター・
サテライトスペース名

開催予定日 場所
今回は基礎科目のうち6科目を紹介します
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市民と社会を考えるために（'07）

テレビや新聞を通じて伝えられ
る国内や国際間の多くの問題は、
社会科学を学ぶことによってより
深く理解することが可能になりま
す。未解決の問題は、そのほとん
どが程度問題で、白黒のはっきり
したものは数えるほどしかないで
しょう。何を根拠にして程度が
｢過ぎている｣と批判するのか、
｢この程度なら｣許容範囲とみなす
のか、いろいろな意見が出てきて
もおかしくはありません。この点
が重要です。国民の大半が同じ意
見を持っているほど危険なことは
ありません。
この講義には三つの主要な目的
があります。一つ目は、実例を挙げ
ながら、いろいろな角度から異な

った意見を紹介し、学び考えるこ
との重要性を明らかにすること。
二つ目は、社会学、法学、政治学、
経済学の基本的な考え方を平易に
解説し、社会科学の面白さを味わ
ってもらうこと。そして、三つ目
は、狭い一つの学問領域に留まる
よりも、広く社会科学を学ぶ方が
理解を深めるのに役立つ点を実感
してもらう
こと、です。
真に「豊

かな」社会
へと前進す
るには、市
民一人一人
が学び考え
互いに意見

を出し合い議論することが重要であ
るというメッセージを伝えるため、放
送教材では異なる分野の専門家に
よる対談や鼎談形式が多く採用され
ています。研究といえば、自然科学
や技術の進歩と考えられがちである
が、社会科学はそれらを支える社会
の在り方に大きな役割を演じている
ことを理解していただけるでしょう。

浅川達人　教授高木保興　教授天川晃　教授

世界の名作を読む（'07）

文学を愉しみながら読むことを
目標とする教材です。いくつか工
夫をしてみました。第一に、この
作家を語るなら、この人を措いて
他にないという講師をお招きしま
した。カフカは池内紀先生、マー
ク・トウェインは柴田元幸先生、
ドストエフスキーは沼野充義先
生、イタロ・カルヴィーノは和田
忠彦先生、という具合。第二に、
声によって文学の世界に誘

いざな

うため
に、朗読をたっぷりお聴かせしま
す。第三に、MP3やホームペー
ジなどのメディアで補助教材を提
供します。そして第四に、講義に
は、毎回明確なポイントがありま
す。『ドン・キホーテ』は「講談」
のように読める。『嵐が丘』は女
性作家の描いたロマン主義と愛の
世界。『罪と罰』は暗く深刻な人
生論というより大都市を舞台にし
た現代的なサスペンス。『ハック
ルベリー・フィンの冒険』は少年
のおしゃべりという文体が極め

手。『変身』における変身ぶりの
不思議と当人が不思議に思わぬこ
との不思議。カルヴィーノの短篇
のポストモダン性……。他にもヴ
ァージニア・ウルフ、プルースト、
メルヴィル、チェーホフなどが登
場します。
ところで「世界の名作」の条件
とは何か？――だれでもが自分の
身近なテーマを発見することがで
きて、しかも背後には、人生や社
会や歴史をめぐる深い洞察が隠さ
れているような書物、と定義して
おきましょう。
文学は言葉の芸
術です。いわゆる
「読書感想文」とは
ちがうやり方で文
学について語る方
法を、それぞれの
講師が実践的に示
します。その実例
をしっかり理解し
たら、今度は自分

で作品を読みながらメモをとり、
どんなふうに書かれているか、考
えてみてください。文学とは言葉
の問題、つまり書き方の問題なの
ですから。
文学好きの人はいうまでもな
く、文学離れした若者たちもター
ゲットにした講義です。教員、図
書館司書、ボランティアなど、読
書指導の現場にいる人たちが、指
導の技法を学ぶためにも、ぜひ活
用していただきたいと思います。

大石和欣　助教授工藤庸子　教授

人間の探究 教授 工藤庸子
人間の探究 助教授 大石和欣

社会と経済 教授 天川　晃
社会と経済 教授 高木保興
明治学院大学 教授 浅川達人
（放送大学客員教授）

数学再入門（'07）

小学生や中学生のときまでは数
学が好きだったのに、高校生の頃
から数学に縁遠くなってしまった
という人は少なくありません。機
械的な計算の訓練が終ってやっと
数学が面白くなって来るところな
のですから、実は、それはとても
「もったいない」。新規科目「数学
再入門」は、本当は数学が好きに
なり得た人々のために、分かって
いたはずの中学数学、急に分から
なくなった高校数学の内容を、大
学の立場から俯

ふ
瞰
かん
的に見直すこと

を通じて、個々の数学の主題のエ
ッセンスを理解し、数学的思考法
の面白さと楽しさ、そしてその威
力を再発見することを目指すもの
です。
たとえば「二つの負の数の積は

正の数である」という法則は、そ
れを暗記して使いこなすことも、
負の数や積を適当な現実的なモデ
ルに対応させて比喩的に納得する
ことも難しいことではありませ
ん。しかし、これを原理的に理解
している人はごく少数でしょう。
あるいは、三角関数sin、cos

の厖大な数の公式は、しばしば美
しくない機械的な暗記にすぎず、
諸公式のもつ理論的意味を有機的
に理解することはあまりなされて
いないのではないでしょうか。
「中学、高校のときは分からな
くて当然」であった数学の理論的
な深みを瞥

べっ

見
けん

し、反対に「子供の
頃は分かった気にさせられてい
た」浅薄さを反省することを通じ
て、数学との、より楽しい、そし

てより深い《再会》の場を提供で
きれば、と願っています。特に放
送教材では、数学の技術的な修練
には力点をおかず、数学的な思想
と方法の豊かさを具体的な素材を
利用してお伝えし、その先に拓か
れるより広大な数理世界への誘い
となることを目指しています。

自然の理解　教授 長岡亮介

エネルギー学の基礎（'07）

私たちは「エネルギー」及びそ
れに関連した用語、たとえば「エ
ネルギー資源の枯渇」とか「省エ
ネ」のような用語を毎日のように
目にします。これらエネルギー問
題は環境問題とともに対策が急が
れている問題です。
私たちはこの問題に直面すると
き、問題の大きさに圧倒されて、
過度に悲観的になったり、過度に
楽観的になったりしがちです。必
要なことは、冷静にエネルギーの
本質を理解し、エネルギー問題の
核心をとらえ、エネルギー技術の
可能性とエネルギーとともにある
生活文化を考察することでしょ
う。
本科目は、こうした視点から、
エネルギー問題を理解する上で必
要な基礎的知識を身に付けること
を目的としています。そのために、

まず前半で、エネルギーやその保
存則あるいはエントロピーやその
増大則など自然科学の考え方を学
習し、後半で、エネルギー問題に
関わる経済学的、政治学あるいは
生活科学的課題について考えま
す。その内容は、地球温暖化現象
や原子力エネルギーの展望や中東
の石油資源を巡る国際紛争から省
エネや食料確保にいたる多岐のテ
ーマに渡っていま
す。
本科目は基礎科
目に属しており、
どの専攻の学生さ
んにも理解できる
ように制作しまし
た。とくに、理解
の前提となる数学
や自然科学の知識
は必要に応じて解

説しました。しかし、エネルギー
問題を考える上で欠かせない骨格
となる知識のレベルは落としては
いません。
本科目名に「学」の字が付いて
いるのも、知識を系統的に与える
ことを示すためです。皆さんがエ
ネルギー問題を考える際に、本科
目で学んだ知識が活かされること
を願っています。

林敏彦　教授吉岡一男　助教授

自然の理解　助教授 吉岡一男
社会と経済　教授 林　敏彦
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平成19年度開設・改訂科目紹介大学院
開設科目

地域文化研究III（'07）
－ヨーロッパの歴史と文化－

ヨーロッパの歴史というと多く
は各国別に分断されて論じられて
きました。しかしヨーロッパはい
ろいろな意味で有機的につながっ
ています。近世以降のプロテスタ
ントとカトリックという違いはあ
りますが、キリスト教が支配して
いたこと、ギリシャ、ローマの遺
産を共通の伝統として持っている
ということ、といったことばかり
ではなく、古くから人々は旅をし、
知見を広め、自国の文化のなかに
ヨーロッパという普遍的なものを
作り上げてきたと云っても過言で
はありません。さらにヨーロッパ
は非ヨーロッパと出会うことで自
らを豊かにしてきました。
この授業のテーマは、いかに人、
モノ、情報などが移動や交流を通

じてヨーロッパのなかで繋がって
いたかを考えることであります。
当然のことながら、包括的なヨー
ロッパの歴史や文化を学習するこ
とが目標ではありません。授業で
採り上げるさまざまなテーマは主
任講師や分担講師たちがそれぞれ
得意とするもののなかから選んだ
ものですが、それ
らを一つのきっか
けとして、学生の
皆さんが自らの関
心で越境する文化
について調べたり
考えたりするヒン
トがあちこちに散
りばめられていま
すので、参考にし
て欲しいと思いま

す。主任講師の二人は、イギリス、
フランス、イタリアと旅し、お互
いの専門を越えて地域の特性とヨ
ーロッパの広がりについて語り合
い、またいろいろな人たちにイン
タビューを行ってきました。その
辺も楽しんでいただければと願っ
ています。

宮下史朗　教授草光俊雄　教授

総合文化プログラム文化情報科学群 教授 草光俊雄
東京大学大学院 教授 宮下史朗
（放送大学客員教授）

複雑システム科学（'07）

自然科学、特に物理学は、自然
の理解に当たって、構成要素や基
本的・普遍的な原理の追究を、と
きには理想化や単純化をしながら
行ってきました。こうして我々は、
通常見る物質が、原子・分子から
成り、それらが、電子、陽子、中
性子などの素粒子から成り、素粒
子はさらに…というように、階層
性を持つ構成要素とそれらの相互
作用を発見し、ミクロな世界だけ
でなく、宇宙の生成に至るまでの
自然の様々な様相の理解にかなり
の成功を収めたし、いまでも同様
のやり方で探求を続けています。
では、例えば空気が主に窒素、
酸素と水の分子からなることを知
って、台風がどうして、どこに、
いつ発生し、どういう運動をする
かを理解できるでしょうか。これ
は決して易しい問題ではありませ

ん。まず問題を難しくするのは、
分子の数が膨大であることによる
複雑さのほかに、海流、海水から
太陽熱を吸収して蒸発する水蒸気
と上昇気流、雲の生成消滅等、熱
平衡にない（非平衡）状態、エネ
ルギーや物質の出入りがある状況
（開放系という）、さらに無数の雲
の渦の生成消滅と非線形な相互作
用が絡むからです。非線形な作用
があれば、要素の数が少なくても、
運動には本質的な複雑さが生ずる
し、加えて、開放系で非平衡状態
であるために、複雑さは増すこと
になります。にもかかわらず、い
つか無数の渦の中のどれかが成長
して台風という形（形態形成）を
取り、一つの存在として発達しな
がら動き始めます。（自己発展・
自己組織化）
実は良く見れば、我々が日常見

るほとんどのもの（生命・生物と
進化、乱れた水の流れ、気象など）
が、この様な複雑システムであり、
ものの変化や秩序の形成は非平衡
性、非線形性によって動かされて
います。これらの様相を、「木
（構成要素）もみながら森（全体）
も見る」と言う見方で探求し、自
然や社会現象、経済活動などを理
解する手がかりを得ようというの
がこの科目のねらいです。

総合文化プログラム環境システム科学群　教授 生井澤寛
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学部単位認定試験時間割平成19年度第1学期

1
9:15～10:05

2
10:25～11:15

3
11:35～12:25

4
13:15～14:05

5
14:25～15:15

6
15:35～16:25

7
16:45～17:35

8
17:55～18:45

平成19年 7月29日（日）曜日
時限 平成19年 7月31日（火）7月30日（月） 平成19年 8月1日（水） 平成19年 8月2日（木） 8月3日（金） 平成19年 8月4日（土） 平成19年 8月5日（日）

心の科学（’04）
国文学入門（’04）
学習科学（’04）
道徳教育論（’05）
都市社会の人間関係（’04）
書誌学（’03）
アメリカの歴史（’04）
西洋音楽の諸問題（’05）

倫理思想の源流（’05）
発達障害の教育支援法（’06）
現代の社会心理学（’04）
行政法と市民（’06）
国際経済学（’05）
近代ヨーロッパ史（’05）
比較教育制度論（’03）

初歩からの微積分（’06）
現代科学と医療（’04）
障害者福祉論（’05）
建築意匠論（’04）
運動と力（’05）
分子生物学（’05）

休
　
　
　
　
　
　
日

心理学入門（’06）
岐路に立つ大学（’04）
国際関係法（’06）
西洋政治思想史（’05）
近代日本と国際社会（’04）

休
　
　
　
　
　
　
日

感染症と生体防御（’04）
ベンチャー企業論（’05）
数学再入門（’07）
自然と社会を貫く数学（’07）
情報科学の基礎（’07）
数学の歴史（’03）
中小企業の挑戦（’03）
現象の数理（’03）
日本列島の地球科学（’03）

アジアの社会福祉（’06）
アグリビジネスと農業・農村（’06）
物質・材料工学と社会（’05）
幾何入門（’04）
植物の生理（’04）
◎心理学入門（’06）

経済学入門（’04）
心理学史（’05）
生徒指導（’06）
現代コミュニティ論（’06）
日本文学における住まい（’04）
乳幼児・児童の心理臨床（’07）
日本政治外交史（’07）
児童の臨床心理（’03）
日本政治史－20世紀の日本政治（’03）
フランス文学（’03）

認知心理学概論（’06）
発達障害教育論（’06）
現代行政分析（’04）
ジェンダーの社会学（’03）
音楽理論の基礎（’07）
ドイツ観念論への招待（’03）

線型代数入門（’03）
基礎化学（’06）
衣生活の科学（’06）
管理会計（’06）
宇宙からの情報（’05）
◎日本語学概説（’06）
経営学入門（’07）
経営学（’03）

神経心理学（’06）
市民生活の財産法（’06）
第三世界の政治（’05）
博物館資料論（’04）

問題解決の発想と表現（’04）
住まいの構造・構法（’04）
複素数と関数（’04）
相対論（’04）
少子化時代の児童福祉（’07）
児童家庭福祉（’03）

グローバル経営戦略（’06）
アジアの風土と服飾文化（’04）
がんの健康科学（’06）
バイオテクノロジーと社会（’05）
物質の科学・有機構造解析（’03）
細胞生物学（’07）
細胞生物学（’03）

財政学（’05）
日本の古典－散文編（’06）
前近代の東南アジア（’06）
芸術の理論と歴史（’06）
政治学入門（’07）
途上国の開発（’07）
政治学入門（’03）
◎マスメディア論（’03）

現代思想の地平（’05）
生涯学習と自己実現（’06）
日本の古典ー古代編（’05）
自己を見つめる（’02）
情報と社会（’06）
日本のマスメディア（’07）
ドイツの言語文化（’02）

人体の構造と機能（’05）
地域福祉論（’06）
人間活動の環境影響（’05）
計算科学（’03）

統計学入門（’04）
基礎発達心理学（’06）
仏教の思想（’05）
ヨーロッパの歴史（’05）
博物館経営・情報論（’04）
社会統計学（’07）
日本語表現法（’07）
◎日本のマスメディア（’07）
環境社会学（’03）
イギリス文学（’03）

変化する地球環境（’04）
実験科学とその方法（’06）
生活の経済（’04）
物理の考え方（’07）
マスメディア論（’03）
物質の科学・量子化学（’03）

患者からみた医療（’03）
経営工学総論（’04）
現代の生活問題（’07）
物質循環と人間活動（’07）
現代社会におけるライフコース（’03）
流体的地球像（’03）

ドイツ語入門Ⅱ（’06）
フランス語入門Ⅱ（’06）
ロシア語入門Ⅰ（’05）
韓国語入門Ⅰ（’06）
保健体育（’05）
在宅看護論（’04）
英語総合B（’07）
日本語基礎Ｂ（’07）
英語Ⅳ（’03）
日本語Ⅱ（’03）

家庭・学校と地域社会（’04）
裁判の法と手続（’04）
ヨーロッパ政治史（’05）
進化と人間行動（’07）
現代を生きる哲学（’07）
中国社会の歴史的展開（’07）
特別支援教育総論（’07）
近代哲学の射程（’03）
学習科学とテクノロジ（’03）
東アジアの中の中国史（’03）

家族のストレスとサポート（’04）
光電子技術とIT社会（’04）
数学基礎論（’03）
生物界の変遷（’06）
エネルギー学の基礎（’07）
かしこくなる患者学（’07）
ゲノム生物学（’03）
エネルギーと熱（’03）

法の世界（’04）
心の健康と病理（’04）
国際政治（’04）
現代経済学（’05）
ギリシャ哲学（’03）
韓国朝鮮の歴史と社会（’04）

簿記入門（’06）
光と電磁場（’05）
物理の世界（’07）
変動する社会と暮らし（’07）
社会技術概論（’07）
身近な統計（’07）
物理の世界（’03）
世界の食糧問題とフードシステム（’03）
都市システム工学（’03）
多変数の微積分（’03）

英語Ⅱ（’03）
英語中級B（’06）
英語総合Ａ（’05）
ドイツ語入門Ⅰ（’06）
フランス語基礎（’06）
中国語入門Ⅰ（’05）
韓国語入門Ⅱ（’06）

フランス語入門Ⅰ（’06）
中国語入門Ⅱ（’05）
日本語基礎A（’06）
基礎看護学（’04）
スペイン語入門Ⅱ（’07）
英語Ⅵ（’03）
スペイン語Ⅱ（’03）

著作権法概論（’06）
近代詩歌の歴史（’04）
教育の方法（’04）
応用心理学（’05）
比較政治学（’04）
科学の哲学（’04）
博物館概論（’07）
博物館概論（’03）
中国の言語文化（’02）

技術者倫理（’04）
国際共生と健康（’04）
人工物と設計（’04）
コミュニケーション論序説（’07）
生物集団と地球環境（’07）
次世代育成を考える（’03）
集団と環境の生物学（’03）

哲学入門（’04）
授業研究と談話分析（’06）
紛争の社会学（’04）
基礎教育学（’07）
企業の組織・取引と法（’07）
資源人類学（’07）
教育の哲学（’03）
商法（’03）
ドイツ文学（’03）

確率・統計の基礎（’05）
企業ファイナンス入門（’04）
統計学とその応用（’05）
動物の行動と生態（’04）
◎公衆衛生（’05）
分析によって知る世界（’07）
都市と人間（’03）

英語基礎Ａ（’05）
ドイツ語基礎（’06）
中国語Ⅲ（’04）
ロシア語入門Ⅱ（’05）
初歩のアラビア語（’06）
スペイン語入門Ⅰ（’07）
スペイン語Ⅰ（’03）

発達と教育の心理学的基盤（’05）
子ども・青年の生活と発達（’06）
欧米経済史（’04）
フィールド社会心理学（’04）
朱子学と陽明学（’04）
演劇入門（’06）
日本の中世（’07）
中世日本の歴史（’03）

21世紀の社会学（’05）
世界の産業再編成（’04）
臨床心理学概説（’03）
日本政治思想史（’05）
上代の日本文学（’04）
古代地中海世界の歴史（’04）
20世紀の中国文学（’05）

疾病の成立と回復促進（’05）
若者の科学離れを考える（’04）
21世紀の女性と仕事（’06）
ネットワーク産業論（’04）
惑星地球の進化（’07）
天体物理学入門（’03）

社会調査（’05）
カウンセリング概説（’05）
経済法（’04）
現代東アジアの政治（’04）
応用音楽学と民族音楽学（’04）
◎21世紀の社会学（’05）
市民と社会を考えるために（’07）

宇宙とその歴史（’04）
情報技術と社会（’05）
量子力学（’05）
住まい学入門（’07）
リハビリテーション（’07）
NPOマネジメント（’07）
東アジア・東南アジアの住文化（’03）
リハビリテーション（’03）
産業と労使（’03）
持続的発展と国際協力（’03）

基礎生物学（’03）
国際経営論（’05）
生物学の歴史（’05）
日本の食文化（’04）
生活の動態と経営（’05）
マーケティング論（’04）
進化する宇宙（’05）

生命と人生の倫理（’05）
表象としての日本（’04）
教育の社会文化史（’04）
幼児の教育と保育（’04）
自我の社会学（’05）
日本の古典－江戸文学編（’06）
消費者と証券投資（’07）
日本の近世（’07）
産業社会と消費社会の現代（’03）
近世日本の歴史（’03）

心理学研究法（’03）
刑法（’05）
芸術・文化・社会（’06）
人類の歴史・地球の現在（’07）
教育社会学（’07）
現代日本の政治（’07）
近代日本における外国文学の受容（’03）
教育社会学（’03）
現代日本の政治（’03）

看護学概説（’05）
イノベーション経営（’05）
数学とコンピュータ（’06）
物質の科学・反応と物性（’04）
高齢期を支える社会福祉システム（’07）
高齢者福祉論（’03）

人文地理学（’04）
日本国憲法（’05）
日本の古代（’05）
中世日本の物語と絵画（’04）
転換期の教師（’07）
こころとからだ（’07）
世界の名作を読む（’07）
近代の教育思想（’03）
心理臨床の世界（’03）
ヘーゲルを読む（’03）

宇宙像の変遷と科学（’04）
脳科学の進歩（’06）
会計学（’04）
日本の製造業の新展開（’05）
計算力学（’04）
数理モデルとカオス（’05）
生命と金属の世界（’05）
◎疾病の成立と回復促進（’05）

人口減少社会の生活像（’06）
食品の安全性を考える（’04）
暮らしの防犯と防災（’06）
情報産業論（’04）
物質の科学・有機化学（’06）
科学的な見方・考え方（’07）
疾病の回復を促進する薬（’07）
科学・技術と社会（’03）
日本法文化の形成（’03）

東アジアのなかの日本文化（’05）
計量心理学（’06）
スクールカウンセリング（’05）
中央アジアの歴史・社会・文化（’04）
文化人類学（’04）
◎基礎生物学（’03）
経済社会の考え方（’07）

日本語学概説（’06）
発達障害児の心と行動（’06）
日本経済史（’03）
金融論（’04）
近代の日本文学（’05）
ユング心理学（’03）
精神分析入門（’07）
感情の心理学（’07）
国際化と教育（’03）

食と健康（’06）
線型代数学（’04）
物性物理学入門（’04）
身体福祉論（’07）
生活とリスク（’07）
身体福祉論（’03）
公的扶助（’02）

アーツ・マネジメント（’06）
人格心理学（’04）
現象学の基礎（’04）
日本語の歴史（’05）
考古学と歴史（’04）
◎哲学入門（’04）

公衆衛生（’05）
エネルギー工学と社会（’06）
欧米の社会福祉（’07）
使える数理リテラシー（’03）

社会福祉入門（’04）
物質の科学と先端技術（’04）
服飾と心理（’05）
社会保険と市民生活（’04）
人間と自然（’03）
企業統治と企業倫理（’07）

◎ 看護師資格取得に資する内容の別試験実施
例：フランス文学（’03）……………平成18年度末での閉講科目です。再試験受験者のみが受験対象

となり、第2学期以降は実施しません。
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平成19年度第2学期 学部単位認定試験時間割

1
9:15～10:05

2
10:25～11:15

3
11:35～12:25

4
13:15～14:05

5
14:25～15:15

6
15:35～16:25

7
16:45～17:35

8
17:55～18:45

平成20年 1月27日（日） 平成20年 1月29日（火）1月28日（月） 平成20年 1月30日（水） 平成20年 1月31日（木） 2月1日（金） 平成20年 2月2日（土） 平成20年 2月3日（日）
日本語学概説（’06）
発達障害児の心と行動（’06）
日本経済史（’03）
金融論（’04）
近代の日本文学（’05）
ユング心理学（’03）
精神分析入門（’07）
感情の心理学（’07）

法の世界（’04）
心の健康と病理（’04）
国際政治（’04）
現代経済学（’05）
ギリシャ哲学（’03）
韓国朝鮮の歴史と社会（’04）

家族のストレスとサポート（’04）
光電子技術とIT社会（’04）
数学基礎論（’03）
生物界の変遷（’06）
エネルギー学の基礎（’07）
かしこくなる患者学（’07）

休
　
　
　
　
　
　
日

社会福祉入門（’04）
物質の科学と先端技術（’04）
服飾と心理（’05）
社会保険と市民生活（’04）
人間の自然（’03）
企業統治と企業倫理（’07）

休
　
　
　
　
　
　
日

食と健康（’06）
線型代数学（’04）
物性物理学入門（’04）
身体福祉論（’07）
生活とリスク（’07）

アーツ・マネジメント（’06）
人格心理学（’04）
現象学の基礎（’04）
日本語の歴史（’05）
考古学と歴史（’04）
◎哲学入門（’04）

倫理思想の源流（’05）
発達障害の教育支援法（’06）
現代の社会心理学（’04）
行政法と市民（’06）
国際経済学（’05）
近代ヨーロッパ史（’05）
比較教育制度論（’03）

哲学入門（’04）
授業研究と談話分析（’06）
紛争の社会学（’04）
基礎教育学（’07）
企業の組織・取引と法（’07）
資源人類学（’07）

技術者倫理（’04）
国際共生と健康（’04）
人工物と設計（’04）
コミュニケーション論序説（’07）
生物集団と地球環境（’07）

アジアの社会福祉（’06）
アグリビジネスと農業・農村（’06）
物質・材料工学と社会（’05）
幾何入門（’04）
植物の生理（’04）
◎心理学入門（’06）

初歩からの微積分（’06）
現代科学と医療（’04）
障害者福祉論（’05）
建築意匠論（’04）
運動と力（’05）
分子生物学（’05）

心理学入門（’06）
岐路に立つ大学（’04）
国際関係法（’06）
西洋政治思想史（’05）
近代日本と国際社会（’04）

認知心理学概論（’06）
発達障害教育論（’06）
現代行政分析（’04）
ジェンダーの社会学（’03）
音楽理論の基礎（’07）

経済学入門（’04）
心理学史（’05）
生徒指導（’06）
現代コミュニティ論（’06）
日本文学における住まい（’04）
乳幼児・児童の心理臨床（’07）
日本政治外交史（’07）

問題解決の発想と表現（’04）
住まいの構造・構法（’04）
複素数と関数（’04）
相対論（’04）
少子化時代の児童福祉（’07）

グローバル経営戦略（’06）
アジアの風土と服飾文化（’04）
がんの健康科学（’06）
バイオテクノロジーと社会（’05）
物質の科学・有機構造解析（’03）
細胞生物学（’07）

線型代数入門（’03）
基礎化学（’06）
衣生活の科学（’06）
管理会計（’06）
宇宙からの情報（’05）
◎日本語学概説（’06）
経営学入門（’07）

神経心理学（’06）
市民生活の財産法（’06）
第三世界の政治（’05）
博物館資料論（’04）
雇用・福祉・家族と法（’07）

現代思想の地平（’05）
生涯学習と自己実現（’06）
日本の古典－古代編（’05）
自己を見つめる（’02）
情報と社会（’06）
日本のマスメディア（’07）

財政学（’05）
日本の古典－散文編（’06）
前近代の東南アジア（’06）
芸術の理論と歴史（’06）
政治学入門（’07）
途上国の開発（’07）

変化する地球環境（’04）
実験科学とその方法（’06）
生活の経済（’04）
物理の考え方（’07）

患者からみた医療（’03）
経営工学総論（’04）
現代の生活問題（’07）
物質循環と人間活動（’07）

ドイツ語入門Ⅱ（’06）
フランス語入門Ⅱ（’06）
ロシア語入門Ⅰ（’05）
韓国語入門Ⅰ（’06）
保健体育（’05）
在宅看護論（’04）
英語総合B（’07）
日本語基礎Ｂ（’07）

英語Ⅱ（’03）
英語中級B（’06）
英語総合Ａ（’05）
ドイツ語入門Ⅰ（’06）
フランス語基礎（’06）
中国語入門Ⅰ（’05）
韓国語入門Ⅱ（’06）

家庭・学校と地域社会（’04）
裁判の法と手続（’04）
ヨーロッパ政治史（’05）
進化と人間行動（’07）
現代を生きる哲学（’07）
中国社会の歴史的展開（’07）
特別支援教育総論（’07）

発達と教育の心理学的基盤（’05）
子ども・青年の生活と発達（’06）
欧米経済史（’04）
フィールド社会心理学（’04）
朱子学と陽明学（’04）
演劇入門（’06）
日本の中世（’07）

宇宙とその歴史（’04）
情報技術と社会（’05）
量子力学（’05）
住まい学入門（’07）
リハビリテーション（’07）
NPOマネジメント（’07）

簿記入門（’06）
光と電磁場（’05）
物理の世界（’07）
変動する社会と暮らし（’07）
社会技術概論（’07）
身近な統計（’07）

フランス語入門Ⅰ（’06）
中国語入門Ⅱ（’05）
日本語基礎A（’06）
基礎看護学（’04）
スペイン語入門Ⅱ（’07）

英語基礎Ａ（’05）
ドイツ語基礎（’06）
中国語Ⅲ（’04）
ロシア語入門Ⅱ（’05）
初歩のアラビア語（’06）
スペイン語入門Ⅰ（’07）

著作権法概論（’06）
近代詩歌の歴史（’04）
教育の方法（’04）
応用心理学（’05）
比較政治学（’04）
科学の哲学（’04）
博物館概論（’07）

生命と人生の倫理（’05）
表象としての日本（’04）
教育の社会文化史（’04）
幼児の教育と保育（’04）
自我の社会学（’05）
日本の古典－江戸文学編（’06）
消費者と証券投資（’07）
日本の近世（’07）

宇宙像の変遷と科学（’04）
脳科学の進歩（’06）
会計学（’04）
日本の製造業の新展開（’05）
計算力学（’04）
数理モデルとカオス（’05）
生命と金属の世界（’05）
◎疾病の成立と回復促進（’05）

確率・統計の基礎（’05）
企業ファイナンス入門（’04）
統計学とその応用（’05）
動物の行動と生態（’04）
分析によって知る世界（’07）
◎公衆衛生（’05）

人体の構造と機能（’05）
地域福祉論（’06）
人間活動の環境影響（’05）

統計学入門（’04）
基礎発達心理学（’06）
仏教の思想（’05）
ヨーロッパの歴史（’05）
博物館経営・情報論（’04）
社会統計学（’07）
日本語表現法（’07）
◎日本のマスメディア（’07）

21世紀の社会学（’05）
世界の産業再編成（’04）
臨床心理学概説（’03）
日本政治思想史（’05）
上代の日本文学（’04）
古代地中海世界の歴史（’04）
20世紀の中国文学（’05）

東アジアのなかの日本文化（’05）
計量心理学（’06）
スクールカウンセリング（’05）
中央アジアの歴史・社会・文化（’04）
文化人類学（’04）
◎基礎生物学（’03）
経済社会の考え方（’07）

公衆衛生（’05）
エネルギー工学と社会（’06）
欧米の社会福祉（’07）
使える数理リテラシー（’03）

基礎生物学（’03）
国際経営論（’05）
生物学の歴史（’05）
日本の食文化（’04）
生活の動態と経営（’05）
マーケティング論（’04）
進化する宇宙（’05）

疾病の成立と回復促進（’05）
若者の科学離れを考える（’04）
21世紀の女性と仕事（’06）
ネットワーク産業論（’04）
惑星地球の進化（’07）

社会調査（’05）
カウンセリング概説（’05）
経済法（’04）
現代東アジアの政治（’04）
応用音楽学と民族音楽学（’04）
◎21世紀の社会学（’05）
市民と社会を考えるために（’07）

心理学研究法（’03）
刑法（’05）
芸術・文化・社会（’06）
人類の歴史・地球の現在（’07）
教育社会学（’07）
現代日本の政治（’07）

心の科学（’04）
国文学入門（’04）
学習科学（’04）
道徳教育論（’05）
都市社会の人間関係（’04）
書誌学（’03）
アメリカの歴史（’04）
西洋音楽の諸問題（’05）

感染症と生体防御（’04）
ベンチャー企業論（’05）
数学再入門（’07）
自然と社会を貫く数学（’07）
情報科学の基礎（’07）

人口減少社会の生活像（’06）
食品の安全性を考える（’04）
暮らしの防犯と防災（’06）
情報産業論（’04）
物質の科学・有機化学（’06）
科学的な見方・考え方（’07）
疾病の回復を促進する薬（’07）

看護学概説（’05）
イノベーション経営（’05）
数学とコンピュータ（’06）
物質の科学・反応と物性（’04）
高齢期を支える社会福祉システム（’07）

人文地理学（’04）
日本国憲法（’05）
日本の古代（’05）
中世日本の物語と絵画（’04）
転換期の教師（’07）
こころとからだ（’07）
世界の名作を読む（’07）

曜日
時限

◎ 看護師資格取得に資する内容の別試験実施
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平成19年度大学院単位認定試験時間割
（第1学期） （第2学期）

平成19年7月27日（金）

生活科学Ⅰ（’05）
地方自治政策Ⅱ（’04）
教授・学習過程論（’06）
国際社会研究Ⅱ（’07）
環境工学（’07）
国際社会研究Ⅱ（’02）
環境工学（’03）

地域文化研究Ⅰ（’06）
技術社会関係論（’04）
臨床心理学研究法特論（’06）
市民性形成論（’07）
道徳性形成論（’03）

1

9：15

10：05
〜

2

10：25

11：15
〜

3

11：35

12：25
〜

4

13：15

14：05
〜

5

14：25

15：15
〜

6

15：35

16：25
〜

7

16：45

17：35
〜

8

17：55

18：45
〜

曜日
時限

平成19年7月28日（土）

言語文化研究Ⅲ（’05）
数理システム科学（’05）
芸術文化政策Ⅰ（’02）
臨床心理地域援助特論（’07）
現代身体教育論（’06）
コミュニティ・アプローチ特論（’03）

地域文化研究Ⅱ（’06）
生活科学Ⅱ（’06）
環境マネジメント（’06）
発達心理学特論（’07）
発達心理学（’02）

生命環境科学Ⅰ（’05）
都市デザイン論（’06）
学校臨床心理学（’05）
地域文化研究Ⅲ（’07）
地域文化研究Ⅲ（’02）

総合情報学（’06）
情報システム科学（’06）
生涯学習論（’06）
文化政策の展開（’07）
芸術文化政策Ⅱ（’02）

比較文化研究（’05）
健康科学（’05）
経営システムⅠ（’06）
社会心理学特論（’05）

総合人間学（’06）
福祉政策Ⅰ（’06）
人間情報科学とeラーニング（’06）
複雑システム科学（’07）
複雑システム科学（’02）

日本文化研究（’05）
経営システムⅡ（’05）
教育経営論（’04）
家族心理学特論（’06）

物質環境科学Ⅰ（’05）
福祉政策Ⅱ（’06）
才能教育論（’06）
言語文化研究Ⅰ（’07）
言語文化研究Ⅰ（’02）

言語文化研究Ⅱ（’05）
経済政策Ⅰ（’05）
精神医学（’06）
学校システム論（’07）
学校システム論（’02）

文化人類学研究（’05）
地球環境科学（’05）
法システムⅠ（’06）
逸脱行動論（’06）
国際政治（’07）

EU論（’06）
地方自治政策Ⅰ（’05）
教育課程編成論（’06）
認知行動科学（’06）
法システムⅡ（’07）

表象文化研究（’06）
教育文化論（’05）
臨床心理学特論（’05）

情報化社会研究（’05）
物質環境科学Ⅱ（’03）
経済政策Ⅱ（’05）
認知過程研究（’07）
認知過程研究（’02）

国際社会研究Ⅰ（’05）
生命環境科学Ⅱ（’06）
法システムⅢ（’06）
学校臨床社会学（’07）
臨床心理面接特論（’07）
学校臨床社会学（’03）
臨床心理面接特論（’02）

例　認知過程研究（’02）……平成18年度末での閉講科目です。再試験受験者のみが受験対象となり、
第2学期以降は実施しません。

平成20年1月25日（金）

国際社会研究Ⅰ（’05）
生命環境科学Ⅱ（’06）
法システムⅢ（’06）
学校臨床社会学（’07）
臨床心理面接特論（’07）

情報化社会研究（’05）
物質環境科学Ⅱ（’03）
経済政策Ⅱ（’05）
認知過程研究（’07）

1

9：15

10：05
〜

2

10：25

11：15
〜

3

11：35

12：25
〜

4

13：15

14：05
〜

5

14：25

15：15
〜

6

15：35

16：25
〜

7

16：45

17：35
〜

8

17：55

18：45
〜

曜日
時限

平成20年1月26日（土）

地域文化研究Ⅰ（’06）
技術社会関係論（’04）
臨床心理学研究法特論（’06）
市民性形成論（’07）

生活科学Ⅰ（’05）
地方自治政策Ⅱ（’04）
教授・学習課程論（’06）
国際社会研究Ⅱ（’07）
環境工学（’07）

地域文化研究Ⅱ（’06）
生活科学Ⅱ（’06）
環境マネジメント（’06）
発達心理学特論（’07）

言語文化研究Ⅲ（’05）
数理システム科学（’05）
芸術文化政策Ⅰ（’02）
臨床心理地域援助特論（’07）

総合情報学（’06）
情報システム科学（’06）
生涯学習論（’06）
文化政策の展開（’07）

生命環境科学Ⅰ（’05）
都市デザイン論（’06）
学校臨床心理学（’05）
地域文化研究Ⅲ（’07）

総合人間学（’06）
福祉政策Ⅰ（’06）
人間情報科学とeラーニング（’06）
複雑システム科学（’07）

比較文化研究（’05）
健康科学（’05）
経営システムⅠ（’06）
社会心理学特論（’05）

物質環境科学Ⅰ（’05）
福祉政策Ⅱ（’06）
才能教育論（’06）
言語文化研究Ⅰ（’07）

日本文化研究（’05）
経営システムⅡ（’05）
教育経営論（’04）
家族心理学特論（’06）

文化人類学研究（’05）
地球環境科学（’05）
法システムⅠ（’06）
逸脱行動論（’06）
国際政治（’07）

言語文化研究Ⅱ（’05）
経済政策Ⅰ（’05）
精神医学（’06）
学校システム論（’07）

表象文化研究（’06）
教育文化論（’05）
臨床心理学特論（’05）

EU論（’06）
地方自治政策Ⅰ（’05）
教育課程編成論（’06）
認知行動科学（’06）
法システムⅡ（’07）
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平成19年度学部開設・改訂科目一覧

「教育社会学（’03）」「教育
社会学（’98）」「教育社会学」
の単位修得者は履修不可

音楽理論の基礎（’07） 2

博物館概論（’07） 2

コミュニケーション論

序説（’07）※
2

こころとからだ（’07）※ 2

日本語表現法（’07）※ 2

世界の名作を読む（’07）※ 2

人類の歴史・

地球の現在（’07）※
2

政治学入門（’07） 2

経済社会の考え方（’07） 2

住まい学入門（’07） 2

経営学入門（’07） 2

社会統計学（’07）

生活とリスク（’07）※

市民と社会を

考えるために（’07）※

2

2

2

現代の生活問題（’07） 2

情報科学の基礎（’07） 2

物理の世界（’07） 2

生物集団と地球環境（’07） 2

疾病の回復を促進する薬（’07） 2

惑星地球の進化（’07） 2

専攻等

共
　
通
　
科
　
目

人
文
系

社
会
系

自
然
系

科目名 メディア単位数

精神分析入門（’07） Ｒ2

基礎教育学（’07）

現代を生きる哲学（’07）

Ｒ

Ｒ

TV

TV

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

TV

TV

Ｒ

TV

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

TV

TV

TV

TV

TV

2

2

牛島　定信 東京女子大学教授

氏　名 現　職 備考

江原　武一 立命館大学教授

山c 高哉 佛教大学教授

佐藤　康邦 放送大学教授

笠原　潔 放送大学助教授

徳丸　吉彦 放送大学教授

佐々木　利和 国立民族学博物館教授

松原　茂 東京国立博物館上席研究員

原田　一敏 東京国立博物館上席研究員

大橋　理枝 放送大学助教授

根橋　玲子 明治大学助教授

岩永　雅也 放送大学教授

滝口　俊子 放送大学教授

佐藤　 子 放送大学教授

杉浦　克己 放送大学助教授

工藤　庸子 放送大学教授

大石　和欣 放送大学助教授

本多　俊和（スチュアート ヘンリ） 放送大学教授

棚橋　訓 お茶の水女子大学教授

三尾　裕子 東京外国語大学助教授

小林　良彰 慶應義塾大学教授

河野　武司 慶應義塾大学教授

山岡　龍一 放送大学助教授

坂井　素思 放送大学助教授

本間　博文 放送大学教授

佐々木　弘 神戸大学名誉教授

奥林　康司 摂南大学教授

原田　順子 放送大学助教授

中川　清 同志社大学教授

片瀬　一男 東北学院大学教授

奈良　由美子 放送大学助教授

天川　晃 放送大学教授

b木　保興 放送大学教授

浅川　達人 明治学院大学教授

川合　慧 東京大学大学院教授

生井澤　寛 放送大学教授

神奈川大学教授波田野　彰

「物理の世界（’03）」

の単位修得者は

履修不可小形　正男 東京大学大学院助教授

松本　忠夫 放送大学教授

福田　正己 北海道大学教授

川原　礼子 東北大学教授

片野　由美 山形大学教授

仙波　純一 放送大学教授

松本　良 東京大学大学院教授

浦辺　徹郎 東京大学大学院教授

田近　英一 東京大学大学院助教授

専攻等

共
　
通
　
科
　
目

専
門
科
目

自
然
系

外
国
語
科
目

生
活
と
福
祉

発
達
と
教
育

科目名 メディア単位数

数学再入門（’07）※ TV2

身近な統計（’07）※ TV2

物理の考え方（’07）※ TV2

科学的な見方・考え方（’07）※ Ｒ2

TVエネルギー学の基礎（’07）※ 2

物質循環と人間活動（’07）※ TV2

かしこくなる患者学（’07）※ Ｒ2

英語総合Ｂ（’07） Ｒ2

スペイン語入門Ⅰ（’07） Ｒ2

スペイン語入門Ⅱ（’07） Ｒ2

日本語基礎Ｂ（’07） Ｒ2

リハビリテーション（’07） Ｒ2

高齢期を支える

社会福祉システム（’07）

身体福祉論（’07）

TV

Ｒ

2

2少子化時代の児童福祉（’07）

TV2

欧米の社会福祉（’07）＊ TV2

変動する社会と暮らし（’07）＊ Ｒ2

感情の心理学（’07） Ｒ2

教育社会学（’07） TV2

転換期の教師（’07） Ｒ2

特別支援教育総論（’07） Ｒ2

乳幼児・児童の心理臨床（’07） TV2

進化と人間行動（’07）＊ TV2

長岡　亮介 放送大学教授

氏　名 現　職 備考

熊原　啓作 放送大学教授

渡辺　美智子 東洋大学教授

木村　龍治 放送大学教授

大石　和欣 放送大学助教授

濱田　嘉昭 放送大学教授

吉岡　一男 放送大学助教授

林　敏彦 放送大学教授

東　千秋 放送大学教授

鈴木　基之 放送大学教授

濱田　嘉昭 放送大学教授

高柳　和江 日本医科大学助教授

仙波　純一 放送大学教授

草光　俊雄 放送大学教授

ティモシィ・ハリス 上野学園大学助教授

立岩　礼子 京都外国語短期大学助教授

丸田　千花子 慶應義塾大学非常勤講師

マリア・ホセ・ゴンサレス・ムニョス 関西大学特任外国語講師

丸田　千花子 慶應義塾大学非常勤講師

久野　量一 法政大学助教授

サンドラ・モラーレス・ムニョス 日本大学非常勤講師

姫野　昌子 放送大学教授

伊東　祐郎 東京外国語大学教授

里宇　明元 慶應義塾大学教授

佐藤　 子 放送大学教授

松原　康雄 明治学院大学教授

栃本　一三郎 上智大学教授

浅野　仁 関西学院大学教授

宮下　充正 放送大学教授

臼井　永男 放送大学助教授

放送大学教授

藤原　康晴 放送大学教授

中谷　延二 放送大学教授

高橋　惠子 聖心女子大学教授

河合　優年 武庫川女子大学教授

仲　真紀子 北海道大学大学院教授

岩永　雅也 放送大学教授

稲垣　恭子 京都大学大学院教授

油布　佐和子 福岡教育大学教授

大南　英明 帝京大学教授

宮c 英憲 東洋大学教授

木舩　憲幸 福岡教育大学教授

滝口　俊子 放送大学教授

長谷川　眞理子 総合研究大学院大学教授

長谷川　寿一 東京大学大学院教授

（第1学期から）

注１）※は基礎科目を、＊は総合科目を示します。
注２）平成19年4月より「助教授」が「准教授」に変更となります。

注１）※は基礎科目を、＊は総合科目を示します。
注２）平成19年4月より「助教授」が「准教授」に変更となります。
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平成19年度大学院開設・改訂科目一覧

「細胞生物学（’03）」

の単位修得者は

履修不可

専攻等

専
門
科
目

専
門
科
目

産
業
と
技
術

社
会
と
経
済

人
間
の
探
究

自
然
の
理
解

社
会
と
経
済

科目名 メディア単位数

企業の組織・取引と法（’07） Ｒ2

現代日本の政治（’07） Ｒ2

日本政治外交史（’07） TV2

消費者と証券投資（’07）＊ TV2

途上国の開発（’07）＊ TV2

NPOマネジメント（’07）

企業統治と企業倫理（’07）

Ｒ

TV

2

2

社会技術概論（’07） TV2

日本のマスメディア（’07）＊ Ｒ2

日本語基礎Ｂ（’07）

－コミュニケーションと異文化理解－
Ｒ2

日本の中世（’07） TV2

日本の近世（’07） Ｒ2

中国社会の歴史的展開（’07） Ｒ2

資源人類学（’07） TV2

自然と社会を貫く数学（’07） Ｒ2

分析によって知る世界（’07） TV2

細胞生物学（’07） TV2

雇用・福祉・家族と法（’07） TV2

布井　千博 一橋大学大学院教授

氏　名 現　職 備考

専攻等 科目名 メディア単位数 氏　名 現　職 備考

福原　紀彦 中央大学大学院教授

久米　郁男 早稲田大学教授

田中　愛治 早稲田大学教授

河野　勝 早稲田大学教授

天川　晃 放送大学教授

御厨　貴 東京大学教授

牧原　出 東北大学大学院教授

林　敏彦 放送大学教授

坂井　素思 放送大学助教授

佐賀　卓雄 日本証券経済研究所主任研究員

b木　保興 放送大学教授

河合　明宣 放送大学教授

吉森　賢 放送大学教授

河合　明宣 放送大学教授

齋藤　正章 放送大学助教授

小林　信一 筑波大学大学院教授

小林　傳司 大阪大学教授

藤垣　裕子 東京大学大学院助教授

柏倉　康夫 放送大学副学長

佐藤　卓己 京都大学大学院助教授

小室　広佐子 東京国際大学助教授

姫野　昌子 放送大学教授

伊東　祐郎 東京外国語大学教授

五味　文彦 放送大学教授

本郷　和人 東京大学大学院助教授

中島　圭一 慶應義塾大学助教授

杉森　哲也 放送大学助教授

岸本　美緒 東京大学教授

内堀　基光 放送大学教授

菅原　和孝 京都大学大学院教授

印東　道子 国立民族学博物館教授

岡本　和夫 東京大学大学院教授

中村　洋 東京理科大学教授

森　正敬 崇城大学教授

永田　和宏 京都大学教授

河野　憲二 奈良先端科学技術大学院大学教授

中嶋　士元也 放送大学教授

堀　勝洋 上智大学教授

大村　敦志 東京大学教授

注１）※は基礎科目を、＊は総合科目を示します。
注２）平成19年4月より「助教授」が「准教授」に変更となります。

（第2学期から）

「学校システム論（’02）」

の単位修得者は履修不可

宮下　志朗

プログラム等

総
合
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

教
育
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム

臨
床
心
理
プ
ロ
グ
ラ
ム

文
化
情
報
科
学
群

環
境
シ
ス
テ
ム
科
学
群

政
策
経
営
プ
ロ
グ
ラ
ム

科目名 単位数メディア

言語文化研究Ⅰ（’07） Ｒ2

地域文化研究Ⅲ（’07） TV2

国際政治（’07）

国際社会研究Ⅱ（’07）

TV

Ｒ

2

2

複雑システム科学（’07） TV2

長島　弘明 東京大学大学院教授

氏　名 現　職 備考

草光　俊雄 放送大学教授

東京大学大学院教授

山田　辰雄 放送大学教授

藤原　帰一 東京大学大学院教授

生井澤　寛 放送大学教授

「国際社会研究Ⅱ（’02）」

の単位修得者は履修不可

文化政策の展開（’07） Ｒ2

法システムⅡ（’07） TV2

環境工学（’07） TV2

学校システム論（’07） TV2

認知過程研究（’07） Ｒ2

学校臨床社会学（’07） Ｒ2

発達心理学特論（’07）☆ TV2

市民性形成論（’07） Ｒ2

臨床心理面接特論（’07） Ｒ4

発達心理学特論（’07）☆ TV2

注1）☆は教育開発プログラムと臨床心理プログラムに共通する科目を示します。

注2）平成19年4月より「助教授」が「准教授」に変更となります。

注3）「世界の芸術文化政策（'07）」については，都合により，平成19年度第1学期からの開設を中止し，代わりに「芸術文化政策Ⅰ（'02）」を引き続き
開講することとなりました。詳細については、科目登録申請要項同封のお知らせや大学ホームページをご覧ください。

（第1学期から）

根木　昭 東京芸術大学教授

広渡　清吾 東京大学教授

鈴木　基之 放送大学教授

竹内　洋 関西大学教授

稲垣　佳世子 千葉大学教授

「認知過程研究

（’02）」の単位修

得者は履修不可

鈴木　宏昭 青山学院大学教授

大浦　容子 新潟大学教授

酒井　朗 お茶の水女子大学教授

内田　伸子 お茶の水女子大学大学院教授「発達心理学（’02）」

の単位修得者は

履修不可氏家　達夫 名古屋大学教授

二宮　皓 広島大学副学長

大場　登 放送大学教授

小野　けい子 放送大学教授

内田　伸子 お茶の水女子大学大学院教授「発達心理学（’02）」

の単位修得者は

履修不可氏家　達夫 名古屋大学教授

臨床心理地域援助特論（’07） Ｒ2 箕口　雅博 立教大学教授
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広島学習センター
－多様な学習ニーズに応えるセンターを目指して－

広島学習センターは、JR広島駅から約4kmの
広島大学東千田キャンパス内にあります。ここは、
かつて特色ある高等教育機関として発展した旧広
島高等師範学校が置かれていたところです。平成
2年に放送大学広島ビデオ学習センターとして設
置され、その後平成10年からは広島学習センター
と改名され中国地方の拠点学習センターとなりま
した。平成12年には広島大学と放送大学との合築
棟（東千田総合校舎）が新築され、その3、4階が
現在のセンターです。さらに平成13年には東部地
区の福山にサテライトスペース（以下SSという）
が設置されました。
本学習センターでは、福山SSを含め現在約

2,000名の幅広い年齢層、様々な職業の方々が勉
学に励んでおられます。客員教員も11名を擁して
おり、全員が毎月1回の特別講座（学生以外の参
加も可）を実施し、学生の勉学意欲の向上や放送
大学の認知度アップに貢献しています。また、福
山SSは、2年後にはJR福山駅近くに建設中の福山
市中央図書館（仮称）の3階に移転予定で、立地
に恵まれた「学びの拠点」としてその利用が今か
ら期待されています。
放送大学の利用者のニーズは多様化しており、

また新しい技術を用いた類似の遠隔教育システム
が現れるなど、選択の幅はますます広がっていま
す。本学習センターにおいても、利用者の学習ニ
ーズを的確にとらえ、放送大学の持つシーズとの
円滑なマッチングを行い、放送大学の発展に寄与
したいと考えています。最近の学校教育法等の一
部改正に当たっては、特別支援学校免許取得のた
めの放送大学の活用についてその効果的な広報活
動に取り組んでいく所存です。
今後も皆さんに大いに利用していただける学習
センターを目指して努力したいと思っています。

広島学習センター所長　齊藤公男

長野学習センター
－「長野市再視聴室」が開設されましたー

長野県は南北に長く、長野学習センターのある
諏訪地域はその真ん中に位置してはいますが、県
内在籍の学生の皆さんにとっては便利とは言えま
せん。そのために以前から、北信地域の長野市に
サテライト・オフィス設置の要望が長野市や在籍
学生の皆さんから出されていました。平成18年度
秋にその要望実現の前段階として、センター外再
視聴室設置が認められました。場所は長野市再開

発複合施設内の長野市生涯学習センターの一角で
す。以前の視聴学習室と違って、定期試験の実施
や面接授業・公開授業の開講も可能になります。
在籍学生の皆さんへのサービスの一環として、も
う一つ今年から試行的ではありますが、宅配便に
よる再視聴テープの貸し出しを実現しました。身
分証のコピーを付けてのファックスによる申し込
み、受取人払いによる宅配便の利用という面倒さ
はありますが、本人が学習センターに直接来なく
ても済むという簡便さは地方の学習センターに所
属する学生の皆さんにとっては時間の節約にもな
り、これまでよりはいくらかでも便利になるので
はないでしょうか。所属する学生の皆さん全員に
公平なサービスを、とまではいきませんが、でき
るところから実行していきたいと職員一同努力し
ています。来年は長野学習センター開設20年の節
目を迎えます。さらにより良い学習環境が整うこ
とを期待しています。

長野学習センター所長　沖野外輝夫

研 究 室 だ よ り

現場から出発して歩む研究の推進

イギリスという国は、かって
は世界の7つの海を支配し、日
の沈むことのない国といわれた、
偉大な国であります。そこには
女王がいて、ロンドンがありま
す。中央があって、地方があり
ます。オックスフォードがあっ
て、ケンブリッジがあります。
医師がいて、看護師がいます。
常に二つの中心があって、絶対
ではない相対の世界、楕円の世
界が築かれてきました。二つの

中心があって、ジグザグに歩ん
できました。イギリスの歴史は、
そのジグザグのところが、あま
りにも教訓に満ちています。
公衆衛生の制度は、周知のと
おり、このイギリスに1848年の
公衆衛生法によって、自治体の
担う機能として生まれました。
それ故、公衆衛生の研究をする
ということは、主に自治体が行
う事業の成果をフォローし、記
録し、分析し、特徴を明らかにす
ることだと思っています。幸い、
私が大阪大学に在任中は、多く
の市町村の国民健康保険制度や
保健事業の実績について勉強さ
せていただくことができました。
放送大学に移ってからは、直

接、市町村の人たちと一緒に仕
事をすることが難しくなりまし
た。しかし、放送大学の学生は現
場で仕事をしながら、勉強して
いる人たちなので、自分らの現
場の仕事の実績をもとに卒業研
究や修士論文の作成を目指す学
生が沢山、部屋を訪れてくれる
のは嬉しい。しかも、みんな、素
晴らしい論文を完成しています。
自分の現場を大事にし、そこ
の現実から出発し、固有の知見
を見出すこと、そこにこそ放送
大学の学生の皆さんの貴重な研
究の道筋があると思います。私
の研究室は、そのような研究活
動の拠点でありたいと思ってい
ます。

生活と福祉　教授　多田羅浩三
総合文化プログラム（環境システム科学群）

美しい日本の
「まちづくり」を目指して

産業と技術　教授　　香山壽夫
政策経営プログラム

私の専門とする分野は、建築
の設計、そしてさらに、建築の
集合体である都市の設計です。
あるいはさらに、建築･都市と常
に共にある自然環境の計画･デザ
インです。
日本は、美しく豊かな自然に
恵まれた国です。そしてその恵
まれた自然の上に、歴史を重ね
ながら、世界に誇るべき美しい
建築と都市を築き上げてきまし

た。しかし、その美しい日本の
山や川、そして町や村は、今日、
醜く、混乱し、安らぎも落ち着
きもないものになりつつありま
す。いったいこれは、どういう
ことなのでしょうか？どうした
らいいのでしょうか。これが、
今の私の中心テーマです。
私の研究室には、同じ問題意
識を持つ人々が、修士研究、あ
るいは卒業研究のために南は九
州、北は北海道から集まってき
ています。その年令も20代から
70代まで様々です。そしてその
専門、経歴も様々です。私と同
じく建築の設計を専門とする人

もいれば、中央省庁や地方自治
体で、土木や建築の行政にたず
さわっている人もいます。自分
の住む町や地域のまちづくりの
住民活動を行っている人もいれ
ば、自然を愛し、その保護運動
を進めようとしている人もいま
す。あるいは又、長年建築の美
しさに魅かれ、日本各地そして
世界のあちこちの都市を訪れ、
それを論文にまとめようとして
いる人もいます。
そうした様々な立場からの研
究が、日本を美しい国につくり
直すことに役立つこと、それが
私の研究室の願いです。
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＜香川会場＞
日時：平成19年1月10日（水）～ 14日（日）
午前9時～午後7時（13日は午後5時、14日は午後4時まで）
会場：香川県立図書館1階県民ギャラリー

附属図書館所蔵のコレクションの中から、幕
末から明治にかけて撮影された古写真約100点
と、明治時代に誕生した多色木版刷絵本のちり
めん本を、香川県と熊本県にて展示します。
わが国に本格的写真技術をもたらしたF. ベア
トの作品を始めとした、揺籃期の邦人写真師た
ちの古写真や、日本昔噺

ばなし

、挿絵入り暦などを和
紙に刷り独特のちりめん加工を施したちりめん
本は、外国人がお土産として持ち帰るなどして、
当時の日本の生活と文化を欧米に伝える役割を
果たしました。現在の私たちにとっても、幕
末・明治の日本の姿を知る貴重な資料となって
います。多数の皆様のご来場をお待ちしていま
す。

放送大学附属図書館所蔵コレクション展
『古写真とちりめん本－海を渡った日本の文化－』を開催

詳しくは附属図書館ホームページをご覧ください。

▼小泉八雲のちりめん本

＜熊本会場＞
日時：平成19年1月20日（土）～ 21日（日）
午前10時～午後6時
会場：びぷれす熊日会館びぷれす広場

▲古写真「小田原」

▼古写真「飛脚」

コンビニでも学費納付ができるようになります
（平成19年度第１学期分から）

教務のお知らせ

学費の納入方法変更のお知らせ
◆コンビニエンスストアでの学費納入を開始します。
◆一部の郵便局に設置されている払込取扱票を読み取る機能のついたＡＴＭからの現金払込みをご利用いただけます。
（平成19年度第1学期分の学費から対象）

変更後の学費納入方法※1
１．銀行、信用金庫等の金融機関の窓口での現金払込み※2
２．郵便局（窓口及び一部のＡＴＭ）での現金払込み※3
３．コンビニエンスストアでの払込み※4
※詳細につきましては科目登録終了後に送付いたします払込取扱票（振込通知票）に記載されていますので学費払込み前に必ずご確認ください。

窓口での本人確認について
◆平成19年1月から、金融庁の送金規制により、10万円を超える振込みについては金融機関・郵便局の窓口での本人確認が
必要となりますので、詳しくは払込みを行う金融機関等にご確認ください。

※１学費の納入金額に応じて、別途払込手数料が必要となりますのでご了承ください。
※２従来開設していた学費払込指定口座（銀行）は数を縮減し、みずほ銀行のみとなります。
※３郵便局ＡＴＭからの学費払込みは、通常払込みのみご利用いただけます。電信払込みで送金されますと学費の払込みが確認できません。
※４コンビニエンスストアでの払込み額は、30万円までに制限されています。 納入を行う学費の合計が30万を超える方につきましては、
ご面倒をおかけいたしますが、金融機関又は郵便局をご利用ください。

長野市にブランチ試験場を開設
平成19年度第1学期から長野市に単位認定試験会場（「長野ブランチ試験場」）を開設します。

長野ブランチ試験場で受験を希望される方は，下記のとおり手続をしてください。

記

次学期（19年度第１学期）学籍のある在学生の方
「学生生活の栞」巻末の「単位認定試験受験センター変更願」により、

学習センターコード記入欄に『80H 長野』と記入のうえ、平成19年4月1日から5月31日までに提出してください。

新規・継続・再入学の方
出願票の単位認定試験受験センター等コード記入欄に『80H 長野』と記入ください。詳しくは、「学生募集要項」を参照ください。

開設場所
長野市生涯学習センター内

住所：長野市大字鶴賀問御所町1271番地3 「TOiGO（トイーゴ）3，4F」（JR長野駅下車徒歩約10分）

「基礎科目」及び「総合科目」について
本学では平成21年度から、より一層バランスのとれた科目を提供するため、新しいカリキュラム体系に移行する準備を進めています。これまでの「共通科目」
と「専門科目」といった科目の大分類に、「基礎科目」と「総合科目」が新たに加わります。
平成21年度から「基礎科目」と「総合科目」に区分される予定の科目のうち、いくつかのものは、平成19年度、平成20年度２カ年は、「基礎科目」、「総合科目」と
いう名称で提供されますが、卒業要件との関係では、平成20年度までは、「基礎科目」は「共通科目」、「総合科目」は「専門科目」として取り扱われます。
なお、「基礎科目」は、大学教育を受けるに当たって、専門分野に関わらず必要となる基礎を習得すること、「総合科目」は複数の専門分野にわたる現代社会の
複合的問題について考えることを目標とします。
各科目の詳細については、「授業科目案内」又は本学ホームページをご覧ください。

大学院授業科目の開設中止について
「世界の芸術文化政策（'07）」については，都合により，平成19年度第1学期からの開設を中止し,

代わりに「芸術文化政策｡（'02）」を引き続き開講することとなりました。
詳細については、科目登録申請要項同封のお知らせや大学ホームページをご覧ください。
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編集後記
健康にはかなり自信があったのだ
が、特に何もしないのにある日突然
腰痛になってしまった。医者は「老
化ですね」の一言。老化とは、要す
るに背骨を支えている腹筋や背筋が
弱ってきているのだそうである。そ
れ以来、週二回ほど近所のスポーツ
センターに行って、軽い筋トレを始
めた。それから二年余になるが、幸
いにしてそれ以後、深刻な腰痛は発
生していない。さらに、ゆっくりと
体重、脂肪率、ウェスト周りが減り
出した。面白いことに、ちょっとサ
ボると、諸数字がすぐ悪くなる。簡
単に悪くなるくせに、それらを戻す
のは容易ではない。まるで勉強のよ
うである。皆さんも日々の勉学に辛
くなることもあるだろうが、ゆっく
り確実に進めていただきたい。

（岡部洋一）

ご意見やご感想をお聞かせ下さい。
editor@u-air.ac.jp

学生募集―教養学部学生及び大学院修士選科生・修士科目生

放送大学教養学部・大学院文化科学研究科では、平成19年度第１学期の学生募
集を以下のとおり行います。

平成18年11月15日（水） ・・・ 学生募集要項配布開始
平成18年12月15日（金）
～平成19年2月15日（木） ・・・ 出願受付（教養学部学生、修士選科生・修士科目生）

2月上旬～3月中旬 ・・・ 合格通知・授業料納付書等発送

2月上旬～3月14日（水） ・・・ 学費の納入期間

2月中旬～4 月上旬 ・・・ 入学許可通知・印刷教材等の配送

4月1日（日） ・・・ 平成19年度第1学期授業開始

・放送大学は、平成19年4月1日から始まる新学期の学生募集を行います。

・募集要項（出願書類を含む）は、各地の学習センター、大学本部などで直接配布しているほか、
郵送（ハガキ）や放送大学のホームページからも請求できますので、ご利用ください。

〈募集要項・送料は無料です〉

・この機会に放送大学に関心をお持ちのご友人、ご親戚他お知り合いの方にご紹介いただき、入
学をお薦めくださいますようお願いいたします。また、平成19年3月末で学籍の切れる方が、平
成19年度第1学期以降も引き続き学習を希望される場合は、改めて入学手続きが必要です。なお、
その際は入学料が割引になります。

※修士の学位取得を目指す「大学院修士全科生」の学生募集（年1回）は終了しました。

出願締切日は平成19年2月15日（木）＜必着＞です。

募集要項請求専用フリーダイヤル　0120-864-600

平成19年度第1学期の科目登録申請について

次学期も引き続き学籍のある在学生を対象に「平成19年度第1学期科目登録申請要
項」を1月上旬に送付します。
平成19年度第1学期の放送授業及び面接授業（毎週型・土日型）の科目登録申請期
間は次のとおりです。

申請期間
平成19年1月26日（金）［消印］～平成19年2月9日（金）［必着］

※1月中旬になっても科目登録申請要項が未着の場合、あるいは紛失した場合は、大学本部もしくは
各学習センターにお問い合わせください。
詳しくは「学生生活の栞」をご覧ください。

空席発表日 : 平成 18 年 12 月 22 日（金）

登録受付期間 : 平成 19 年 1 月 13 日（土）～1 月 17 日（水）

空席のある全てのクラスが登録受付対象となります。

第 2 学期面接授業 ( 集中型 ) の追加科目登録

2月に行われる第 2学期面接授業〈集中型〉について、空席がある科目は追加科目登録をすること
ができます。登録日程等下記をご確認いただき、どうぞこの機会に面接授業にご参加ください。

空席状況（追加登録の対象科目）は、発表日以降各学習センターの掲示・キャンパスネットワークホー
ムページ（https://www.campus.u-air.ac.jp/u-air/）でお知らせします。受講したい科目をご確認の上、
登録受付期間内に、当該科目を開設する学習センター・サテライトスペースの窓口に直接お越しください。
※登録の際は必ず、学生証（コピーは不可）・授業料をご持参ください。
※登録受付の方法等詳しくは、当該科目を開設する学習センター・サテライトスペースへお問い合わせください。

平成18年度放送大学学位記授与式について
平成18年度学位記授与式の日程が次のとおり決まりましたので、お知らせします。

日時：平成19年3月24日（土）午前11時00分から
場所：NHKホール（東京都渋谷区神南2-2-1）

なお、宿泊についてはJTB団体旅行千葉支店でも取り扱っています。
詳細は、JTB団体旅行千葉支店のホームページの「放送大学学位記授与式」の項目をご覧ください。

http://www.jtb.co.jp/shop/danchiba/




